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先
住
民
の
人
々
と
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題

　

一
九
八
六
年
八
月
、
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
は
、
カ
レ
ン
・
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
の
三
人
の
遺
児
た
ち
に
対
し
て
、
彼
ら
の
母
親
を
故
意
に
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
汚
染
に
さ
ら
し
、
組
合
関
連
活
動
を
め
ぐ
っ
て
彼
女
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
た
と
い
う
咎
で
、
何
百
万
ド
ル
も
の
金
銭
を
支

払
っ
た
。
カ
レ
ン
は
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
の
技
師
で
あ
り
、
高
速
増
殖
炉
の
実
験
炉
の
た
め
に
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
燃
料
の
ペ
レ
ッ
ト
を
洗
浄
し
、

研
磨
し
て
い
た
。
内
部
告
発
者
の
一
人
と
な
っ
た
彼
女
は
、
不
可
解
な
死
を
遂
げ
た
が
、
そ
れ
は
単
独
自
動
車
事
故
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。

シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
が
殺
害
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
女
は
、
書
類
を
入
れ
た
大
き
な
マ
ニ
ラ
フ
ォ
ル
ダ
を
所
持
し

て
い
た
が
、
そ
の
書
類
は
、
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
が
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
郊
外
の
シ
マ
ロ
ン
製
造
所
に
お
い
て
健
康
、
安
全
、
環
境
基
準
に
関
す

る
重
大
な
違
反
を
隠
蔽
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
内
部
告
発
の
た
め
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』
誌
の
記
者
と
組
合
役

員
と
の
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
向
か
う
途
上
、
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
の
車
は
事
故
に
あ
っ
た
の
だ
が
、
地
元
警
察
の
指
令
係
は
パ
ト
ロ
ー
ル
係
に

対
し
て
事
故
現
場
へ
行
か
な
い
よ
う
指
示
し
て
い
た
。
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
の
担
当
者
は
、
彼
女
の
書
類
が
何
者
か
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
た
こ

と
を
認
め
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
が
盗
聴
用
の
器
具
を
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
の
電
話
に
違
法
に
取
り
付
け
、
さ
ら
に
彼

女
を
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
汚
染
に
さ
ら
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
の
死
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
は
ま
た
、
カ
ー
＝

マ
ギ
ー
社
に
対
す
る
彼
女
の
告
発
三
九
件
の
う
ち
二
〇
件
が
正
し
か
っ
た
こ
と
も
立
証
し
た（

（
（

。
数
ヵ
月
後
、
一
九
七
五
年
に
な
っ
て
『
パ

リ
マ
ッ
チ
』
誌
は
、
チ
ェ
ロ
キ
ー
族
の
家
系
に
属
す
る
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
を
「
世
界
初
の
反
原
子
力
の
殉
教
者
」
で
あ
る
と
宣
言
し
た（

（
（

。
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し
か
し
、
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
は
実
際
の
と
こ
ろ
世
界
初
の
反
原
子
力
の
殉
教
者
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
五
二
年
に
カ
ー
＝

マ
ギ
ー
社
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ナ
バ
ホ
保
護
区
に
あ
る
ウ
ラ
ン
鉱
山
を
購
入
し
た
。
こ
の
会
社
は
、
一
五
〇
人
の
ナ
バ
ホ
の
鉱
夫
に
対
し

て
一
時
間
当
た
り
の
労
働
に
平
均
で
一
・
六
〇
ド
ル
の
賃
金
し
か
支
払
わ
ず
、
ま
た
、
安
全
基
準
の
ず
さ
ん
な
施
行
を
容
認
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
コ
ス
ト
削
減
を
行
っ
た
。
坑
道
の
換
気
装
置
の
修
理
を
怠
り
、
許
容
限
度
の
九
〇
倍
も
の
レ
ベ
ル
の
放
射
線
を
放
置
す
る
ほ
ど

の
ず
さ
ん
さ
で
あ
っ
た
。
カ
レ
ン
・
シ
ル
ク
ウ
ッ
ド
の
死
か
ら
六
年
後
の
一
九
八
〇
年
ま
で
の
間
に
、
そ
こ
で
働
く
先
住
民
の
鉱
夫
の
う

ち
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
放
射
線
を
原
因
と
す
る
肺
が
ん
で
す
で
に
死
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
が
が
ん
か
深
刻
な
呼
吸
器
障

害
の
ど
ち
ら
か
を
抱
え
て
い
た
。
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
は
、
何
千
人
も
の
先
住
民
の
ウ
ラ
ン
鉱
夫
を
汚
染
に
さ
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら

に
先
住
民
の
土
地
も
荒
廃
さ
せ
た
。
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
シ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
鉱
山
（
ア
リ
ゾ
ナ
州
）
を
放
棄
し
た
あ
と
、

ウ
ラ
ン
選
鉱
く
ず
を
サ
ン
・
ホ
ア
ン
川
の
川
岸
一
七
エ
ー
カ
ー
に
放
置
し
、
そ
の
結
果
、
川
は
ウ
ラ
ン
選
鉱
く
ず
に
よ
っ
て
下
流
ま
で
何

百
エ
ー
カ
ー
に
も
わ
た
っ
て
汚
染
さ
れ
た
。
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
が
放
置
し
た
選
鉱
く
ず
の
浄
化
費
用
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
、
米
国
の

納
税
者
は
一
二
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
テ
ュ
ー
バ
市
に
程
近
い
チ
ャ
ー
チ
ロ
ッ
ク
鉱
山
（
ア
リ
ゾ
ナ
州
）
で

カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
は
、
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
八
万
ガ
ロ
ン
も
の
水
を
、
先
住
民
が
使
っ
て
い
る
上
水
道
に
日
々
排
出
し
続
け
て
い

た
。
調
査
官
の
告
発
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
は
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
施
設
の
至
る
所
で
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

バ
ル
ブ
、
ダ
ク
ト
、
パ
イ
プ
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
を
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
設
計
で
使
用
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
年
間
収
益
は

三
五
億
ド
ル
以
上
に
及
び
、
全
米
の
半
分
以
上
の
ウ
ラ
ン
備
蓄
を
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
が
管
理
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
で
最

も
大
き
な
ウ
ラ
ン
製
造
業
者
な
の
で
あ
る（

（
（

。
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植
民
地
主
義
と
先
住
民
に
対
す
る
搾
取
：
シ
ェ
ル
オ
イ
ル
社
の
事
例

　

い
っ
た
い
ど
う
し
て
、
か
く
も
多
く
の
先
住
民
を
原
子
力
関
連
の
環
境
不
正
義
の
犠
牲
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
理
由

の
一
つ
は
、
い
ま
だ
続
く
植
民
地
主
義
の
問
題
と
、
豊
か
な
先
進
国
（
お
よ
び
そ
こ
に
属
す
る
企
業
）
の
力
に
よ
る
先
住
民
搾
取
で
あ
っ
た（

（
（

。

た
と
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
の
ウ
ラ
リ
ナ
族
は
先
進
国
の
石
油
掘
削
企
業
に
よ
っ
て
彼
ら
の
故
郷
を
破
壊
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
は
古
典
的
な
環

境
不
正
義
の
事
例
で
あ
る（

（
（

。

　

も
う
一
つ
の
よ
く
知
ら
れ
た
環
境
不
正
義
の
事
例
に
、
シ
ェ
ル
オ
イ
ル
社
に
よ
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ゴ
ニ
族
の
農
用
地
と
漁
業
場
の

破
壊
が
あ
る
。
ロ
イ
ヤ
ル
ダ
ッ
チ
シ
ェ
ル
社
は
一
九
五
八
年
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
の
デ
ル
タ
で
石
油
を
発
見
し
、
現
在
で
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

で
一
日
に
産
出
さ
れ
る
二
〇
〇
万
ガ
ロ
ン
の
石
油
の
う
ち
半
分
を
生
産
す
る
、
当
国
で
最
も
巨
大
な
石
油
生
産
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

会
社
は
、
環
境
保
護
団
体
か
ら
の
激
し
い
非
難
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
会
社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
軍
事
政
権
に
石
油

に
よ
る
収
益
を
還
元
す
る
一
方
で
、
こ
の
石
油
採
掘
に
よ
っ
て
土
地
と
命
を
破
壊
さ
れ
た
オ
ゴ
ニ
族
に
は
収
益
を
還
元
し
て
い
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
人
の
オ
ゴ
ニ
族
の
人
々
が
彼
ら
の
土
地
で
シ
ェ
ル
社
が
行
っ
た
事
業
の
結
果
亡
く
な
り
、
三
万
人
の

人
々
が
爆
発
や
石
油
に
よ
る
汚
染
、
天
然
ガ
ス
の
焼
却
処
分
時
の
ガ
ス
フ
レ
ア
の【

【
【

た
め
に
家
を
失
っ
た
。
天
然
ガ
ス
の
焼
却
処
分
の
多
く

は
オ
ゴ
ニ
族
の
居
住
地
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
行
わ
れ
、
い
く
つ
か
の
場
所
で
は
シ
ェ
ル
オ
イ
ル
社
が
三
〇
年
間
以
上
に
わ
た
っ

て
一
日
二
四
時
間
天
然
ガ
ス
を
燃
や
し
て
き
た
。
天
然
ガ
ス
の
焼
却
処
分
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
黒
い
煤
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
は
植
物
と

動
物
を
殺
し
、
大
気
、
水
、
土
壌
を
汚
染
し
、
酸
性
雨
を
降
ら
せ
た
。
一
九
九
三
年
八
月
、
シ
ェ
ル
社
か
ら
の
石
油
が
漏
れ
続
け
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
同
社
は
四
〇
日
間
何
の
修
理
も
せ
ず
に
石
油
を
垂
れ
流
し
た
。
シ
ェ
ル
社
は
一
〇
〇
か
国
以
上
で
事
業
を
展
開
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し
て
い
る
が
、
漏
出
の
四
割
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
起
き
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
シ
ェ
ル
社
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
に
対
し
て
、

自
社
の
ず
さ
ん
な
環
境
行
動
に
抗
議
す
る
オ
ゴ
ニ
族
を
取
り
締
ま
る
よ
う
圧
力
を
か
け
た
と
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
軍
人
は
主
張
し
て
い
る
。

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
著
述
家
で
あ
る
ケ
ン
・
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
は
、
彼
の
同
胞
を
助
け
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
環
境
を
破
壊

し
、
オ
ゴ
ニ
族
の
人
間
性
を
奪
っ
た
責
任
は
、「
商
業
的
圧
力
（
シ
ェ
ル
社
）
と
軍
事
力
（
ア
バ
チ
ャ
政
権
）
と
の
共
謀
」
に
あ
る
、
と
非

難
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
は
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼
著
述
家
と
し
て
快
適
に
暮
ら
し
続
け
る
の
に
十
分
な
財
産
を
有
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
暴
力
の
人
権
・
環
境
保
護
団
体
で
あ
る
「
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
」（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）
を
創
設
し
た
。
そ
し
て

彼
は
、
シ
ェ
ル
社
に
対
す
る
オ
ゴ
ニ
族
の
平
和
的
な
抗
議
運
動
を
組
織
し
、
シ
ェ
ル
社
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
非
難
し
、
環
境
を
回
復
す
る

た
め
の
論
陣
を
張
っ
た
。

　

シ
ェ
ル
社
は
、
法
的
に
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
は
一
度
も
環
境
影
響
報
告
書
を
出
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ

れ
ば
か
り
か
、
ア
フ
リ
カ
の
人
々
が
彼
ら
の
土
地
に
対
す
る
汚
染
や
破
壊
に
抗
議
し
た
と
き
、
こ
の
会
社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
を
呼
ん
だ
。

多
く
の
場
合
、
軍
人
た
ち
は
非
暴
力
の
抗
議
者
た
ち
に
発
砲
し
た
。
ア
ン
ウ
エ
ッ
チ
ェ
ム
で
は
一
九
九
〇
年
に
、
八
〇
人
も
の
人
々
が
一

回
の
事
件
で
殺
さ
れ
た（

（
（

。
一
九
九
五
年
一
一
月
、
国
際
社
会
か
ら
の
抗
議
が
広
が
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ェ
ル
社
か
ら
の
収
入

に
依
存
し
て
い
る
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
事
政
権
は
、
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
と
「
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
」
に
属
す
る
八
人
の
非
暴
力
の
環
境
活
動

家
を
絞
首
刑
に
処
し
た
。
シ
ェ
ル
社
の
弁
護
士
は
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
の
「
い
か
さ
ま
裁
判
」
に
同
席
し
、
繰
り
返
し
裁
判
官
に
助
言
を
行
っ

た
。
法
廷
は
、
オ
ゴ
ニ
族
の
活
動
家
に
死
刑
を
宣
告
し
た
。
彼
ら
の
「
有
罪
判
決
」
の
あ
と
で
、
シ
ェ
ル
社
は
次
の
よ
う
な
声
明
を
発
表

し
た
。「
こ
こ
へ
き
て
、
シ
ェ
ル
社
が
訴
訟
へ
介
入
し
、
目
に
見
え
る
「
影
響
力
」
を
行
使
し
て
判
決
を
覆
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
声
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
危
険
で
あ
り
、
不
正
で
も
あ
る
だ
ろ
う（

（
（

。」
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
シ
ェ
ル
社
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
の
弟
で
あ
る
オ
ー
ウ
ェ
ン
ズ
に
対
し
て
、
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
と
「
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
」
が
シ
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ェ
ル
社
に
対
す
る
抗
議
を
止
め
れ
ば
、
兄
の
命
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
っ
た
。
し
か
し
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
と
「
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運

動
」
は
、
彼
ら
の
土
地
を
非
暴
力
で
守
ろ
う
と
す
る
行
動
を
止
め
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
の
結
果
、
軍
事
政
権
は
九
人
の
環
境
活
動
家

を
絞
首
刑
に
し
た
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
で
、
シ
ェ
ル
社
は
彼
ら
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
行
動
に
対
す
る
世
界
規
模
の
抗
議
運
動
に
対
応
す

る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
七
つ
の
広
報
会
社
を
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（（
（

。
同
胞
に
対
す
る
彼
の
尽
力
を
讃
え
、
故
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ

に
数
多
く
の
国
際
的
な
市
民
賞
や
環
境
賞
が
受
与
さ
れ
た
。
彼
の
息
子
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ケ
ン
・
ウ
ィ
ワ【

【
【

が
、
父
の
死
後
も
そ
の
人

権
運
動
を
続
け
て
い
る（

（（
（

。

　

サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
の
死
後
、
シ
ェ
ル
社
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
に
対
す
る
非
難
が
世
界
中
で
巻
き
起
こ
っ
た
。
巨
大
な
連
合
が
形
成
さ
れ
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
軍
事
独
裁
政
権
、
シ
ェ
ル
社
、
シ
ェ
ブ
ロ
ン
社
、
モ
ー
ビ
ル
社
に
抗
議
し
て
、
不
買
運
動
を
起
こ
し
た
。
そ
の
連
合
に
は

ト
ラ
ン
ス
ア
フ
リ
カ
、
米
国
労
働
総
同
盟
＝
産
業
別
組
合
会
議
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
─

Ｃ
Ｉ
Ｏ
）、
米
国
地
方
公
務
員
組
合
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
）、

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
チ
ー
ム
ス
タ
ー
ズ
、
黒
人
労
働
組
合
員
連
合
、
石
油
・
化
学
お
よ
び
原
子
力
の
労
働
者
の
組
合
、
さ
ら
に
そ
の
他
多

く
の
ア
フ
リ
カ
と
ア
メ
リ
カ
の
労
働
団
体
、
人
権
団
体
、
環
境
保
護
団
体
が
参
加
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
王
立
地
理
学
会
は
、
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
で
の
行
状
を
理
由
に
、
シ
ェ
ル
社
を
学
会
の
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。
そ
し
て
〔
本
書
刊
行
時
の
二
〇
〇
二

年
現
在
〕
五
二
か
国
が
加
盟
す
る
イ
ギ
リ
ス
連
邦
が
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を
一
時
的
に
資
格
停
止
と
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
先
の
処
刑
を
理
由
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
派
遣
し
て
い
た
大
使
を
呼
び
戻
し
た
。
Ｅ

Ｕ
加
盟
国
の
う
ち
一
五
ヵ
国
が
そ
う
し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
さ
ら
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
対
す
る
開
発
援
助
を
一
時
停
止
し
、
世
界
銀
行
は
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
に
対
す
る
一
億
ド
ル
の
融
資
を
拒
否
し
た（

（（
（

。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
Ｅ
Ｕ
を
含
む
世
界
の
数
多
く
の
国
か
ら
の
、
そ
し
て
多
く
の
人
権
団
体
か
ら
の
批
判
へ
の
応
答
と
し
て
、
シ
ェ
ル

オ
イ
ル
社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
事
業
の
一
部
を
改
善
し
、
国
際
社
会
か
ら
の
非
難
に
応
え
た
。
同
社
は
、
そ
の
ほ
か
の
ナ
イ
ジ
ェ
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リ
ア
の
地
域
に
は
留
ま
っ
た
も
の
の
、
一
九
九
三
年
に
オ
ゴ
ニ
の
土
地
か
ら
撤
退
し
、
オ
ゴ
ニ
に
お
け
る
九
六
の
採
掘
地
か
ら
の
石
油
の

生
産
を
こ
の
年
に
取
り
や
め
た
。
彼
ら
は
、
オ
ゴ
ニ
の
人
々
に
関
す
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
情
報
に
基
づ
い
た
議
論
を
す
る
た
め
に

利
用
で
き
る
十
分
な
事
実
が
存
在
し
な
い
」
と
主
張
し
つ
つ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
天
然
ガ
ス
を
焼
却
処
分
し
た
こ
と

を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
日
当
た
り
約
一
一
億
立
方
フ
ィ
ー
ト
も
の
量
に
及
ん
で
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
シ
ェ
ル
社
は
、
同
社

が
オ
ゴ
ニ
の
土
地
で
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
申
し
立
て
は
「
端
的
に
間
違
っ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
シ
ェ
ル
社
に
よ

れ
ば
、
同
社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
法
律
に
従
っ
て
お
り
、
同
社
の
事
業
に
起
因
す
る
い
か
な
る
環
境
破
壊
に
も
対
応
す
べ
く
全
力
を
尽
く

し
て
い
る
と
い
う
。
加
え
て
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
シ
ェ
ル
社
は
、
同
一
の
環
境
保
護
手
段
が
世
界
の
す
べ
て
の
場
所
で
適
用
で
き
る
わ
け

で
は
な
く
、
彼
ら
の
土
地
へ
の
原
油
流
出
は
同
社
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
は
な
い
以
上
、
ア
フ
リ
カ
人
た
ち
に
対
し
て
補
償
を
行
う
責

任
は
な
い
、
と
も
主
張
し
て
い
る
。
一
方
で
、
同
社
は
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
焼
却
処
分
を
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す
と
約
束
し
て
い
る
。

他
方
で
、「
オ
ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
」
に
よ
る
環
境
へ
の
要
求
を
受
け
と
め
る
の
は
彼
ら
の
責
任
で
は
な
く
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
の
責

任
だ
と
主
張
す
る
。
シ
ェ
ル
社
は
こ
の
六
〇
年
に
わ
た
っ
て
一
日
当
た
り
お
よ
そ
一
〇
〇
万
ガ
ロ
ン
の
原
油
を
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
得
て

お
り
、
同
社
の
言
い
分
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
流
出
に
対
す
る
補
償
と
し
て
総
計
五
七
万
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
っ
た
と
い
う
。
だ
が
「
オ

ゴ
ニ
民
族
生
存
運
動
」
は
、
シ
ェ
ル
社
が
六
〇
億
ド
ル
の
使
用
料
、
さ
ら
に
オ
ゴ
ニ
の
土
地
に
対
す
る
環
境
破
壊
に
対
し
て
四
〇
億
ド
ル

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る（

（（
（

。

　

シ
ェ
ル
社
は
、
人
権
問
題
ゆ
え
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
操
業
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
非
難
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
一
月

に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
が
環
境
運
動
家
の
バ
ト
ム
・
ミ
ッ
テ
ィ
ー
と
そ
の
他
の
人
々
を
逮
捕
し
た
際
に
、
シ
ェ
ル
社
は
彼
ら
の
解
放
を
要

求
し
、
そ
し
て
実
際
に
彼
ら
が
解
放
さ
れ
た
の
だ
と
シ
ェ
ル
社
の
幹
部
は
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
一
九
九
六
年
一
一
月
の
報
告
で
、
ア
ム

ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
、
人
権
を
擁
護
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
シ
ェ
ル
社
が
認
め
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て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
シ
ェ
ル
社
は
、
自
分
た
ち
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
学
舎
を
建
設
し
、
地
元
の
高
校
生
や
大
学
生
に
奨
学

金
を
与
え
て
き
た
と
主
張
す
る
。
過
去
二
年
間
に
お
い
て
、
シ
ェ
ル
社
は
さ
ら
に
一
〇
万
人
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
予
防
接

種
の
資
金
を
支
払
っ
た
と
主
張
す
る（

（（
（

。
シ
ェ
ル
社
の
会
長
マ
ー
ク
・
ム
ー
デ
ィ
＝
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
卿
は
、
シ
ェ
ル
社
が
二
〇
〇
八
年
ま
で

に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
ガ
ス
の
経
常
的
な
焼
却
処
分
を
止
め
る
こ
と
を
約
束
し
、
ま
た
、
原
油
を
産
出
す
る
地
域
に
お
い
て
、
道
路

開
発
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
毎
年
約
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
と
言
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

シ
ェ
ル
社
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
石
油
会
社
と
石
油
関
連
の
汚
染
被
害
を
受
け
る
ア
フ
リ
カ
の
人
々
と

の
あ
い
だ
で
対
立
は
続
い
て
い
る
。
現
在
、
シ
ェ
ル
社
は
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
国
営
石
油
会
社
が
全
体
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
シ
ェ
ル
社
が

三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
エ
ル
フ
が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
イ
タ
リ
ア
石
油
公
団
（
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
）
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
所
有
す
る
合
弁
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
は
す
べ
て
の
主
要
な
石
油
会
社
に
六
週
間
の
猶
予
を
与
え
、
汚
染
を
制
御
す
る
た

め
の
改
善
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ェ
ル
社
は
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
焼
却
処
分
を
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す

る
と
約
束
し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
人
の
ア
フ
リ
カ
人
の
青
年
た
ち
が
シ
ェ
ル
社
の
運
営
す
る
天
然
ガ
ス

の
プ
ラ
ン
ト
を
占
拠
し
た
。
そ
の
若
者
た
ち
は
、
す
べ
て
の
従
業
員
と
軍
人
を
人
質
に
と
り
、
シ
ェ
ル
社
が
よ
り
厳
格
な
浄
化
対
策
を
約

束
す
る
ま
で
彼
ら
を
解
放
し
な
い
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
シ
ェ
ル
社
は
、
彼
ら
の
事
業
は
当
該
の
土
地
に
お
け

る
法
に
従
っ
て
い
る
と
返
答
し
た
。
同
社
に
よ
れ
ば
、
問
題
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
政
府
が
汚
染
規
制
政
策
を
持
た
な
い
こ
と
な
の
だ
。

　

こ
の
衝
突
に
関
し
て
正
し
い
の
は
誰
な
の
か
。
ア
フ
リ
カ
の
人
々
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
シ
ェ
ル
社
だ
ろ
う
か
。
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省

に
よ
れ
ば
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
で
産
出
さ
れ
る
ガ
ス
の
う
ち
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
依
然
と
し
て
焼
却
処
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
重

大
な
汚
染
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
。
も
う
一
つ
の
問
題
と
し
て
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
れ
ば
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
は
一
日
当
た
り
二

〇
〇
万
ガ
ロ
ン
の
石
油
を
産
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
輸
出
収
入
の
九
〇
か
ら
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
外
貨
獲
得
額
の
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九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
も
い
る
、
と
い
う
点
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
負
債
総
額
は
三
四
〇
億
ド
ル
で

あ
り
、
年
間
の
債
務
返
済
費
用
は
ざ
っ
と
五
億
ド
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
シ
ェ
ル
社
が
石
油
汚
染
の
補
償
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
総
額
五

〇
万
ド
ル
よ
り
は
る
か
に
多
い
額
で
あ
る
。
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
法
廷
は
、
シ
ェ
ル
社

が
一
九
七
〇
年
代
に
オ
ゴ
ニ
族
の
土
地
を
汚
染
し
た
大
規
模
な
漏
出
に
有
罪
の
判
決
を
下
し
、
シ
ェ
ル
社
に
対
し
て
、
こ
の
環
境
破
壊
を

浄
化
す
る
た
め
に
四
〇
〇
〇
万
ド
ル
を
支
払
う
よ
う
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ェ
ル
社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
法
廷
に
よ
る
決
定
に
抗

議
す
る
た
め
に
、
上
訴
し
た（

（（
（

。

　

ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
〔
英
国
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
〕
の
創
業
者
で
あ
る
ア
ニ
ー
タ
・
ロ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
シ
ェ
ル
社
は
間
違
っ
て
い
る

と
主
張
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
た
ち
の
一
人
で
あ
る
。
ロ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
大
き
な
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
と
、
環
境
正
義
の
要
求
や
、
平
等
、
自
由
な

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
、
補
償
と
い
っ
た
伝
統
的
な
西
洋
の
倫
理
的
諸
原
則
に
従
う
こ
と
と
は
両
立
可
能
で
あ
る
、
と
主
張
す

る
。
も
し
ロ
デ
ィ
ッ
ク
が
誤
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
環
境
正
義
は
達
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
ロ
デ
ィ
ッ
ク
が
正
し
い
な
ら
ば
、
企
業
、

科
学
者
、
環
境
正
義
の
擁
護
者
た
ち
に
は
、
道
徳
を
優
先
さ
せ
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
先
住
民

を
支
援
す
る
人
々
全
員
が
サ
ロ
＝
ウ
ィ
ワ
や
ロ
デ
ィ
ッ
ク
が
な
し
え
た
よ
う
な
規
模
で
環
境
不
正
義
に
対
す
る
国
際
的
な
抗
議
運
動
を
動

員
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
衝
突
は
、
先
進
国
の
な
か
で
さ
え
も
続
い
て
い
る
。

概　

要

　

た
と
え
ば
米
国
に
お
け
る
先
住
民
へ
の
迫
害
は
、
世
界
の
他
の
地
域
の
先
住
民
が
受
け
て
い
る
環
境
と
公
衆
衛
生
へ
の
抑
圧
と
似
た
状

況
に
あ
る
。
米
国
内
部
の
半
主
権
国
家
と
し
て
、
先
住
民
の
部
族
は
、
環
境
に
関
す
る
規
制
な
ど
の
、
州
や
地
域
に
よ
る
規
制
の
対
象
外
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と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
適
用
除
外
を
埋
め
合
わ
せ
る
よ
う
な
、
環
境
や
土
地
区
画
に
関
す
る
〔
独
自
の
〕
強
い
基

準
を
持
っ
て
い
な
い
。
先
住
民
の
非
就
業
率
は
一
般
に
五
割
を
超
え
て
い
て
、
一
人
当
た
り
の
収
入
は
米
国
平
均
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
部
族
は
、
カ
ー
＝
マ
ギ
ー
社
の
製
造
工
場
、
ウ
ラ
ン
鉱
山
、
有
害
廃
棄
物
処
分
場
の
よ
う
な
迷
惑
施
設
を
設
置
し
よ

う
と
す
る
企
業
の
恰
好
の
標
的
な
の
だ
。
し
か
し
と
き
に
、
部
族
の
人
々
は
抵
抗
を
す
る
。
ア
リ
ゾ
ナ
州
デ
ィ
コ
ン
に
住
む
ナ
バ
ホ
族
は

最
近
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
コ
ー
族
や
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
パ
イ
ユ
ー
ト
＝
カ
イ
バ
ブ
族
と
同
じ
よ
う
に
、
焼
却
炉
の
建
設
を
拒
否
し
た
。
ミ
シ

シ
ッ
ピ
州
の
チ
ョ
ク
ト
ー
族
は
、
彼
ら
の
土
地
に
お
け
る
有
害
廃
棄
物
処
分
場
の
建
設
に
反
対
票
を
投
じ
、
カ
ナ
ダ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の
モ
ホ
ー
ク
族
は
少
な
く
と
も
九
つ
の
処
分
場
計
画
に
対
し
て
闘
っ
て
き
た
。
様
々
な
企
業
が
、
ア
ラ
ス
カ
州
の
チ
カ
ル
ー
ン
村
、
モ
ア

パ
＝
パ
イ
ユ
ー
ト
族
、
カ
ン
ポ
族
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ッ
ク
・
ス
ー
族
や
そ
の
他
の
部
族
に
、
放
射
性
廃
棄
物
を
含
む
白
人
の
廃
棄
物

を
受
け
入
れ
る
よ
う
説
得
を
試
み
て
き
た（

（（
（

。

　

先
住
民
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
あ
か
ら
さ
ま
な
環
境
不
正
義
の
犠
牲
に
な
っ
て
き
た
理
由
の
一
つ
は
、
こ
う
し
た
部
族
の
土
地
に
迷
惑
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
は
搾
取
に
は
あ
た
ら
な
い
と
処
分
場
の
支
持
者
が
主
張
し
て
い
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
彼
ら
は
さ
ら
に
、
先
住
民

を
守
ろ
う
と
す
る
努
力
は
、
非
倫
理
的
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
等
し
い
と
言
う
。
し
か
し
、
先
住
民
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
パ
タ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
非
倫
理
的
な
適
用
例
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
れ
は
、
彼
ら
が
環
境
不
正
義
と
闘
う
こ
と
を
助
け
る
と
い
う
意
味
で
称
賛
に

値
す
る
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
こ
の
章
で
は
、（
一
）
正
当
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
倫
理
学
的
に
擁
護
す

る
議
論
を
概
観
し
、（
二
）
先
住
民
の
土
地
に
有
害
廃
棄
物
貯
蔵
所
を
つ
く
る
の
を
禁
ず
る
こ
と
は
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
と

主
張
す
る
近
年
の
論
文
の
主
要
な
議
論
の
検
討
を
行
い
、
そ
し
て
（
三
）（
一
）
で
展
開
さ
れ
た
理
論
に
よ
っ
て
、（
二
）
の
主
張
が
破
綻

し
て
い
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
章
で
私
は
、
先
住
民
を
搾
取
や
環
境
不
正
義
か
ら
守
る
こ
と
が
不
当
な
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一

例
と
は
限
ら
な
い
、
と
論
ず
る
。

第 6 章　先住民の人々とパターナリズムの問題
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